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まちのわだい
TOWN  TOPICS

指定管理候補者団体を点検評価

公の施設の運営状況などを審議する委員ら

公社等外郭団体点検評価委員会を開催

　町公社等外郭団体点検評価委員会は１月 20日、町役場で開か
れました。同委員会は学識経験者や企業経営に精通している７人
で構成され、公の施設の指定管理について、公募によらない選定
を行う場合に開催されます。今回は、「猪苗代地区コミュニティ
センター」など 15施設の運営状況について審議し、指定管理候
補者４団体の点検評価を行いました。審議結果は長谷川与一委員
長名で町へ報告された後、町議会の議決を経て最終決定されます。

冬山遭難に備える
沼尻スキー場で冬山遭難救助訓練

　町山岳会、警察署や消防署などで組織する猪苗代地区山岳遭難
対策協議会は２月 20日、沼尻スキー場で冬山遭難救助訓練を実
施しました。訓練には、同協議会の会員や陸上自衛隊郡山駐屯地
第六特科連隊などから約 40人が参加し、スノーシューをつけた
歩行訓練や遭難者が雪に人が埋まったことを想定した捜索訓練な
どを行いました。参加者は、冬山での遭難救助技術や知識の向上
に向けて訓練に取り組みました。　 冬山遭難に備えて訓練する参加者

野口博士の生家で豆まきをする翁島小の児童

野口博士の生家に福を呼ぶ

　翁島小学校の１、３年生の児童約 20人は２月３日、野口英世
博士の生家で豆まきを行いました。野口英世記念館では子どもた
ちに伝統文化に触れてもらうため、毎年同校の児童を招いて豆ま
きを行っています。同館の八子弥寿男館長が「悪い鬼を退治して、
野口博士の生家に福を呼んでください」とあいさつ。児童は鬼に
扮
ふん

した教員らに向けて「鬼は外、福は内」と大きな声を上げなが
ら、元気に豆をまきました。

野口英世博士の生家で豆まき

活動を写真で紹介
会津藩母成峠陣跡保存協議会写真展

　戊辰戦争 150 年会津藩母成峠陣跡保存協議会の活動写真展は
２月 15日から 24 日まで、学びいなで開かれました。同協議会
は 2017（平成 29）年に猪苗代地方史研究会と熱海史談会により
設立され、母成峠の会津藩陣跡の見学会などを開催してきました。
今回は、これまでの活動の様子を写した写真や地図など 15点が
展示されました。猪苗代地方史研究会事務局長の鈴木清孝さんは
「身近にある戊辰戦争の歴史に触れてもらえれば」と話しました。協議会の活動を紹介する鈴木さん

ＡＬＴにタオ・パさんが着任
外国語指導助手辞令交付式

着任のあいさつを述べるタオ・パさん

　町外国語指導助手（ＡＬＴ）に着任した米国人のタオ・パさん
への辞令交付式と歓迎会は２月３日、町役場で行われ、渡部昭副
町長と宇南山忠明教育長がタオさんにそれぞれ辞令を手渡しまし
た。式では、渡部副町長が「中学生への英語指導のほか、町民と
交流を深めてください」とあいさつ。タオさんは「猪苗代町で英
語を教えることができてうれしいです。日本文化について学び、
私の文化や経験を皆さんと共有したいです」と話しました。

ハクチョウの生態を学ぶ

　千里小学校１年生の児童 17人は２月７日、猪苗代湖北岸に飛
来したハクチョウを観察しました。観察会では、猪苗代湖の自然
を守る会代表の鬼多見賢さんが猪苗代湖に飛来するハクチョウの
種類や生態などについて紹介。児童は、コハクチョウとオオハク
チョウの大きさや鳴き声の違い、ハクチョウの羽の役割などにつ
いて学びました。その後、児童は猪苗代湖岸で羽を休めるハクチョ
ウの様子をじっくりと観察しました。

千里小１年生がハクチョウを観察

猪苗代湖に飛来したハクチョウを観察する児童ら

雪上１時間耐久レース

　マウンテンバイクの雪上耐久レース「第８回冬のジンＩＮ南ケ
丘牧場」は２月 11日、磐梯高原南ケ丘牧場で行われました。年
齢別などの３種目に県内外から約 50人が参加し、会場内に設け
られた１周約２㌔の特設コースで１時間の周回数を競い、選手た
ちが熱戦を繰り広げました。
　男子Ａ（46 歳未満）部門では、唯一コースを 10 周周回した新
潟県の田邊昌宏さんが優勝しました。雪上で熱戦を繰り広げる選手

第８回冬のジン IN南ケ丘牧場

新春を祝い初釜茶会

新春を祝って開かれた青木社中の初釜茶会

青木宗寛社中初釜茶会

　裏千家淡交会青木宗寛社中は２月２日、学びいなで初釜茶会を
開きました。青木社中では、毎年新春を祝って初釜茶会を開いて
います。茶会の会場となった学びいなの和室には、「宝所在近」
と書かれた扇子などが飾られ、厳かな雰囲気に包まれていました。
　茶会では、青木社中の青木宗寛こと青木寛美さんらが見事なお
点前を披露。来場者は、窓の外の風景を眺めながら、心行くまで
茶の湯を堪能しました。


